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学部横断型副専攻（Cross Major Program）の導入と
スポーツアドミニストレーションプログラムの試み

長 倉　富 貴

I．はじめに

1．本学におけるスポーツ系専門領域の整備

今日、スポーツ産業構造が複雑に発展し、ス
ポーツ組織や競技団体はより多くのステークホ
ルダーとよい関係を保っていかなくてはならな
い時代となり、ヒト、モノ、カネ、情報といっ
た資源を活用しながらバランスよく組織を舵取
りするマネジメント能力のある人材が必要とさ
れている。従来の競技の知識、技術に加えて、
スポーツマネジメントやスポーツマーケティン
グ、法律やビジネスの専門知識など、幅広い知
識をもった人材が求められている。1990 年代
には当時の通産省が、スポーツ界で即戦力とな
って活躍する人材育成の必要性をうけて、日本
スポーツ産業学会の設立を後押しし 1、この学
会を中心として大学でのスポーツ産業界で活躍
する人材育成を目的としたカリキュラム設置に
向けて動き出した。海外からスポーツビジネス
のパイオニアである事業家を招聘したり 2、ア
メリカの先進的な大学のスポーツマネジメント
プログラムなどのカリキュラムを紹介したり、
テキストを翻訳したりした 3。その後次々と大
学にスポーツ経営、スポーツマネジメント系の
カリキュラムが増えることになった。現在では
約 150 の大学がスポーツマネジメント系のカリ
キュラムを展開している 4。

本学では 1980 年代からスポーツ強化部を指
定し、大学としてクラブの強化育成にも力を入
れてきた。各クラブの競技成績は国内トップク
ラスで 5、オリンピックや世界大会で活躍する

数多くのトップアスリートを輩出してきた 6。
学生アスリートに対して、競技面だけでなく生
活面、学習面、メンタル面など幅広いサポート
を提供し、日本オリンピック協会（JOC）から
はトップアスリートサポート賞（2004 年度）7、
文部科学省からはスポーツ功労団体賞（2010、
2013 年度）8 などが贈られている。

スポーツ経験豊富で競技能力も高い学生アス
リートが数多く本学に入学する一方で、彼らの
経験値を最大限に活かし学べるようなスポーツ
や体育の専門的なカリキュラムは存在していな
かったが、H20 年度から経営情報学部経営情報
学科にスポーツマネジメント履修モデルとし
て、スポーツ系の専門科目が 21 科目（のちに
25 科目）が開講しスポーツ分野を専門領域と
して学ぶ環境が整えられた。

そしてこの経営情報学部のスポーツマネジメ
ントプログラムを軸に H24 年度より（プログ
ラムへの登録は H25 年度から）法学部、現代
ビジネス学部にも学部の専門領域に応じたスポ
ーツ系の専門科目を開講し、3、4 年生の演習
も含めて学部の枠を超えて横断的に履修できる
ように発展させたのが学部横断型副専攻スポー
ツアドミニストレーションプログラムである。
学部横断型プログラムを利用することで主専攻
の学修に加えて、スポーツ関連科目と多彩な分
野で展開される基礎科目と合わせて学ぶこと
で、将来の仕事の幅や選択肢が広がると考える。
例えば、法学部所属の学生が地方自治体の職員
として地域のスポーツ行政や地域住民の健康増
進プログラムの推進にあたるケース、法律とス
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ポーツの知識を活かしてプロスポーツ選手の代
理人業務を担うようなケース、また、現代ビジ
ネス学部の学生が経営のノウハウ、簿記会計の
知識にスポーツの専門知識が加わることでスポ
ーツビジネス界で活躍するケースなどが考えら
れる。

本学の学部横断型副専攻（Cross Major Pro-
gram）」（以下、「CMP」という）はスポーツ
系のプログラムであるスポーツアドミニストレ
ーションプログラムの他、観光・ホスピタリテ
ィプログラム、国際教養プログラムと共に平成
24 年度にスタートした。平成 25 年度にはアー
トマネジメントプログラムも追加され現在は 4
つの学習プログラムに分かれて展開されてい
る。以下に CMP の概要について説明したい。

2．本学の学部横断型副専攻の概要

CMP は、学生が所属する学部学科の主専攻
の学問領域に加えて、複数の学部、学科にわた
る授業科目を一定の学修テーマごとに「学部横
断」的に把握し、それぞれのテーマに基づいて

「副専攻」型の学修プログラムとして授業科目
をグループ化したものである。所属する学部・
学科ごとの専門性を確保・補償しつつ、他の学
部・学科で開設される授業科目を実践的なテー
マに基づき活用することで、より社会のニーズ
に対応できる人材の育成ができると考えてい
る 7。

CMP は法学部法学科・政治行政学科、現代
ビジネス学部現代ビジネス学科、経営情報学部
経営情報学科の社会科学系の 3 学部 4 学科に配
置し、この 3 学部 4 学科の範囲で副専攻型プロ
グラムを活用できる。卒業時までにプログラム
ごとに必要とする単位数（30 単位）を修得す
ると、所属学科で授与する学氏の学位の他、
CMP の学修プログラムを修了したことを認定
する「学修証明（Certificate）」が交付される。
CMP の登録は 2 年生からになるが、選択した

学修プログラムに属する科目について 1 年生の
時に修得した単位も、学修プログラムごとに必
要とする単位数に含めることができる。そして
CMP の学修証明に必要となる 30 単位のうち、
24 単位までを限度として所属学科以外の授業
科目の単位も卒業要件単位として含めることが
できる。

3．各プログラムの特徴

CMP では現在 4 つのプログラムが展開され
ている。各教育プログラムの概要は以下の通り
である。

〈スポーツアドミニストレーションプログラ
ム〉
社会とスポーツの関係を、社会科学の関連分
野から結びつけ、社会科学・スポーツマネジ
メント・スポーツサイエンスなど、学際的視
点からの融合による相乗効果により、スポー
ツに対する社会のニーズに対応できる人材を
育成する。

〈観光・ホスピタリティプログラム〉
観光に関する専門知識や国際感覚を身につけ
るとともに、「心のこもったおもてなしの精
神」（ホスピタリティ）を養成することにより、
観光産業・観光行政で幅広く活躍できる人材
を育成する。

〈国際教養プログラム〉
実用的な語学能力・異文化コミュニケーショ
ン能力・異文化理解と豊かな国際感覚を身に
つけ、国際政治・国際経済、あるいは民族・
移民問題など、地球規模の諸課題に対応でき
る知識を備えたグローバル化時代に対応でき
る国際人を育成する。
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〈アートマネジメントプログラム〉
文化・芸術と社会・経済との接続を追求し、
文化・芸術を「芸術産業」として新たな日本
の基幹産業へと発展させ、文化・芸術の本質
的価値に加え経済的付加価値の創造もできる
アートマネジメント人材を育成する。

II． スポーツアドミニストレーションプ
ログラムの概要

1．�経営情報学部のスポーツマネジメント履修

モデルと CMP スポーツ

スポーツアドミニストレーションプログラム
は経営情報学部のスポーツマネジメント履修モ
デルカリキュラムを軸にして、法学部、現代ビ

スポーツアドミニストレーションプログラム

観光・ホスピタリティプログラム

国際教養プログラム

アートマネジメントプログラム

図１　主専攻と CMP の関係

図３　スポーツアドミニストレーションプログラムの科目一覧
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ジネス学部にもスポーツ系の専門科目を加え、
スポーツマネジメント論、スポーツとビジネス、
スポーツ政策論、スポーツ法学、スポーツ情報
論など従来の学問領域の枠、学部の壁をとりは
ずしスポーツという観点から専門知識が学べる
カリキュラムとして発展させた。

a）科目一覧表
スポーツアドミニストレーションプログラ
ムでは総合基礎科目が 9 科目、専門科目が
30 科目配置されている。スポーツ系資格
は日本体育協会指導者資格 I、II、III、日
本体育協会アシスタントマネージャー資
格、日本レクリエーション協会レクリエー
ションインストラクター資格がカリキュラ
ム認定を受けている。以下が資格に必要な
科目である。

2．�スポーツアドミニストレーションプログラ

ムの認定要件

スポーツアドミニストレーションプログラム
では学修認定には指定カリキュラムの中から
30単位以上を取得することを要件としている。
総合科目から 8 単位以上 14 単位まで、専門科
目から 16 単位以上 22 単位までを認定するとし
ている。

3．取得できる資格と認定科目

①　日本体育協会指導者資格 I、 II、 III　認
定科目
スポーツと法、スポーツ経営学、スポーツ
科学、スポーツ社会学、トレーニング論、
スポーツ指導論、スポーツ医学、スポーツ
心理学

②　日本体育協会アシスタントマネージャー
資格　認定科目

総合基礎科目� 8 単位以上
専門科目� 16 単位以上
合計� 30 単位以上

スポーツと地域貢献 I、スポーツと地域貢
献 II、スポーツ産業論

③　レクリエーションインストラクター資格
認定科目
スポーツマネジメント論 I、スポーツ・レ
クリエーション特講、イベントマネジメン
ト、スポーツと健康 II（フィットネス）
+ 現場実習 2 回

4．特色ある授業

スポーツアドミニストレーションプログラム
では以下のような特色ある授業が展開されてい
る。
①　スポーツ法学 I、II（2 年次）

スポーツに関する法律、訴訟例、リスクマネ
ジメント、選手のマネジメント業務、代理人の
仕事などについて学ぶことができる。
②　スポーツ情報論 I、II（3 年次）

スポーツ科学の専門家（トレーナー）と情報
科学の専門家の 2 名が担当し、理論面、実践面
について講義および演習を行う。身体の測定や
ケガの具合、トレーニング方法を定量化しその
データに基づいたリハビリテーション・トレー
ニング方法についてスポーツ科学および情報科
学の観点から多面的に学べる。
③　スポーツとビジネスⅠ、Ⅱ（3 年次）

スポーツ界のさまざまな現場で活躍する人を
外部講師として招き、スポーツの仕事について、
その方の人生観、キャリア観について考え学ぶ。
④　イベントマネジメント（2 年次）

学生自身のアイディアでスポーツイベントを
企画実施する実践型の授業。広報宣伝、会計、
運営企画、企画書・報告書の作成等、実践の場
で学ぶ。
⑤　スポーツアドミニストレーション実践（2

年次）
夏休みなどを利用しスポーツ系企業、団体での
現場実習（インターンシップ）をした後、実習
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先に対しての集客プロモーションやスポーツ系
イベントや大会などの企画提案を行う。
⑥　演習（ゼミナ―ル）（3、4 年次）

演習については以下の 5 つが各テーマ研究に
基づいて募集している。

ゼミ名 所属学部 テーマ
入江ゼミ 経情 スポーツマーケティング
岸ゼミ 経情 スポーツ情報

トレーニング管理
寺本ゼミ 経情 スポーツトレーニング
長倉ゼミ 経情 スポーツマネジメント
藤吉ゼミ 法 スポーツ法

5．�スポーツアドミニストレーションプログラ

ムに対する学生の関心

H24 年度に入学した 3 学部 4 学科の入学生全
員を対象としたアンケート調査の結果（配布数
840 枚、回収率 98.4%）では CMP のスポーツ
アドミニストレーションプログラムに興味を持
つ学生は 247 人とかなり高い関心を示している

ことがわかった。（図３参照）
H25 年度は 2 年生で CMP プログラムに興味

を持つ学生だけを対象にアンケート調査を行っ
たが、スポーツアドミニストレーションプログ
ラムは CMP の他プログラムに比べても学生の
所属学部学科に関わらず関心が高いことがわか
った。（図４参照）

III． スポーツアドミニストレーションプ
ログラムの現況

1．科目履修状況

①　CMP スポーツアドミニストレーション
プログラム登録状況
2 年次でのスポーツアドミニストレーショ

ンプログラムへの登録状況は平成 25 年度で
90 名、平成 26 年度で 162 名であった。平成
26 年度は大幅に人数が増えたのは、プログ
ラムの周知されたためだと考えられる。（図
５参照）

図４　興味・関心があるプログラム（複数回答可）

� （Ｈ 25 年度２年生のＣＭＰに興味ある学生を対象としたアンケートより）

学科
興味・関心のあるプログラム（複数回答可）

合計
スポーツ 観光 国際教養 アート

法学科 17 2 7 2 28
政治行政学科 11 16 7 6 40

現代ビジネス学科 26 19 7 5 57
経営情報学科 38 6 7 0 51

合計 92 43 28 13 176

図３　新入生のＣＭＰへの興味関心

� （Ｈ 24 年度新入生アンケートより）

学科
興味・関心のあるプログラム（複数回答可）

回答数 合計
スポーツ 観光 国際教養 興味なし 回答なし

法学科 54 38 28 137 5 262 120
政治行政学科 48 36 28 72 6 190 112

現代ビジネス学科 52 39 23 69 1 184 114
経営情報学科 93 23 18 76 4 214 134

合計 247 136 97 354 16 850 480
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②　科目別履修人数
CMP スポーツアドミニストレーションプ

ログラム科目はどの科目もおおむね履修人数
が多い。特に CMP プログラムのスタートと
同時に開講した初年度のスポーツ法学 I、II
の履修人数は多く、H24 年度はスポーツ法学
I（290 名）、スポーツ法学 II（263 名）、H25
年度はスポーツ法学 I（279 名）、スポーツ法
学 II（255 名）となった。また 3 学部 4 学科
にまたがって専門科目として 25 年度より開
講されたスポーツアドミニストレーション概
論も 249 名と履修人数が多くなった。実技、
実習、演習を除く講義科目の 23 科目だけを
みてみると H24 年度から H26 年度の平均履
修人数は 91～95 名と比較的多いことがわか
る。また経営情報学部の情報領域の専門性の
高いスポーツ情報論 I、II と身体情報処理論
を除くほとんどすべての科目で他学部履修者
がいることがわかった。（図６参照）

2．活動状況

現在は H24 年度以降入学生のみが CMP プロ
グラムの対象学年であるが、経営情報学部のス
ポーツマネジメントプログラム履修者も含めた
学生を対象に、学外のスポーツ関連団体、企業、
自治体とも連携して実践的な教育プログラムを
展開している。特に地域のスポーツ関連イベン
トや大会に運営スタッフとして参加する中でス
ポーツ現場のマネジメントについて学ぶ機会を
提供している。また学外の団体や自治体から学
生の派遣や企画運営を委託されることも多い。
H20 年度からＪリーグクラブのヴァンフォーレ
山梨スポーツグラブからホーム試合時のスタジ

アム場外の参加型イベントの運営を委託されて
いる他、山梨県老人クラブ連合会から依頼を受
けた高齢者向け「健康づくりリーダー研修会」

（H25 年 8 月 10 日開催）や、山梨県国際交流協
会から依頼された国際スポーツフェスタ（ミニ
テニス大会）などは学生による企画で行われた。
また障害者と健常者のスポーツ交流イベント

（H26 年度障害者と健常者のスポーツ交流事業）
や小学校、中学校の朝の時間や休み時間に運動
プログラムを提供する、文部科学省の委託事業

（日本レクリエーション協会受託）の「H26 年
度学校まるごと元気アップ事業」への学生派遣
にも協力している。

①　地域スポーツイベントへの学生派遣状況
図 7 と図 8 は H20 年にスポーツマネジメ

ントプログラムがスタートして以来の学外へ
の学生派遣人数の推移であるが、近年、派遣
人数は増加している。特に H25 年度は派遣
する対象学生が CMP の導入により他学部へ
拡がったことによって大幅に増加した。H25
年度は関連団体からの要請や依頼に応じて、
県内のおよそ 15 のスポーツ関連団体の 51 の
大会や・スポーツイベントに述べ数で 717 人
の学生を派遣し、スポーツ関連イベントや大
会での運営のサポートを行った。派遣先イベ
ントとしてはヴァンフォーレ甲府のホーム試
合（19 試合）の他、山梨県体育協会の主催
事業、県レクリエーション協会の主催事業等
があげられる。先にあげた文科省委託事業「健
常者と障害者のスポーツ・レクリエーション
活動連携推進事業」（南アルプス市にて開催）
には 52 名が参加した。CMP の導入により従
来からの経営情報学部の学生に加え、法学部

図５　スポーツアドミニストレーションプログラム登録状況

　 法学科 政治行政学科 現代ビジネス学科 経営情報学科 計

H25 年度 17 11 18 44 90

H26 年度 31 13 63 55 162
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図６　スポーツアドミニストレーションプログラムの科目別履修人数

区　　　分 選択
必修 科　　　目　　　名 24 年度 他学科

履修者 25 年度 他学科
履修者 26 年度 他学科

履修者 備考

総

合

基

礎

教

育

科

目

８
単
位
以
上
14
単
位
ま
で
を
認
定
科
目
に
カ
ウ
ン
ト

スポーツと法（a） 197 176 210

＊（a）は法・政行対
象（b）は現ビ・経
情対象

スポーツと法（b） 146 179 204
スポーツ経営学（a） 142 100 102
スポーツ経営学（b） 170 191 166
スポーツ科学（a） 117 93 125
スポーツ科学（b） 216 165 233
スポーツ社会学（a） 107 99 88
スポーツ社会学（b） 218 243 174
トレーニング論（a） 166 179 188
トレーニング論（b） 156 214 206
スポーツ指導論（a） 181 135 145
スポーツ指導論（b） 250 177 200
スポーツ心理学（a） 82 81 145
スポーツ心理学（b） 173 136 114
スポーツ医学 189 189 220
スポーツと健康Ⅱ（フィットネス＝健康運動） 35 15 18

専

門

教

育

科

目
（

科

目

配

置

学

科

）

経

営

情

報

学

科

経

営

系

16

単

位

以

上

22

単

位

ま

で

を

認

定

科

目

に

カ

ウ

ン

ト

スポーツマネジメント論Ⅰ < 担当 a> 97 9 94 18 64 3
スポーツマネジメント論Ⅰ < 担当 b> 48 8 81 13 73 17
スポーツマネジメント論Ⅱ < 担当 a> 47 18 81 17 102 32
スポーツマネジメント論Ⅱ < 担当 b> 86 10 96 19 H26 年度より閉鎖
スポーツマーケティング論Ⅰ 146 2 148 19 164 25
スポーツマーケティング論Ⅱ 134 13 137 31 157 11
スポーツ産業論 155 19 152 43 172 45
スポーツ・レクリエーション特講 56 3 29 10 45 6
スポーツリーダー論 18 3 26 2 61 7

情
報
系

スポーツコミュニケーション論 100 5 65 22 65 7
身体情報処理論 26 0 19 2 27 4
スポーツデータ論Ⅰ 74 2 82 7 95 7
スポーツデータ論Ⅱ 59 2 90 7 90 10
スポーツ情報論 I 103 0 105 5 120 14
スポーツ情報論 II 37 1 55 11 67 0

共

通

スポーツと地域貢献Ｉ 57 21 60 7 110 25
スポーツと地域貢献ＩＩ 53 13 29 3 69 23
スポーツメディア論Ⅰ 116 0 137 23 132 18
スポーツメディア論Ⅱ 99 0 93 20 123 10
チームマネジメント 27 0 22 0 12 2
イベントマネジメント 8 2 24 14 31 18

現代ビジネス学科
スポーツとビジネスＩ 196 8 212 2 H25 年度開講
スポーツとビジネス II H27 年度開講

法 学 部
スポーツ政策論（H27～） 今後開講予定
スポーツ法学Ⅰ 290 279 159 7 他 学 科 履 修 許 可 は

H26 年度よりスポーツ法学Ⅱ 263 235 164 2

専 門 共 通

スポーツアドミニストレーション概論 246 193 140 120 H25 年度開講
スポーツアドミニストレーション実践（インターンシ
ップ）

11 2 19 3 28 10

専門ゼミナール I（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 a>

36 46 34 0

他 学 科 履 修 許 可 は
H26 年度より

専門ゼミナール I（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 b>

15 19 14 0

専門ゼミナール I（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 c>

27 28 29 3

専門ゼミナール I（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 d>

17 0 H26 年度開講

演習 II（スポーツアドミニストレーション）< 担当 e> 9 0 H26 年度開講
専門ゼミナール II（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 a>

36 46 34 0

他 学 科 履 修 許 可 は
H26 年度より

専門ゼミナール II（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 b>

15 19 14 0

専門ゼミナール II（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 c>

27 28 29 3

専門ゼミナール II（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 d>（H26～） H27 年度開講

演習 III（スポーツアドミニストレーション）
< 担当 e>（H26～） H27 年度開講

合計履修人数 4811 133 5158 497 5200 431
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などの学生も数多く学外活動に参加するよう
になった。
②　活動報告会

H25 年度末に CMP スポーツアドミニスト
レーションプログラムの活動報告会を開催し
た。プログラムがスタートして 2 年目の取り

組みについての紹介、インターンシップ報告、
学生の学外実践活動報告、研究報告などを中
心に行われた。学内の教職員や学生、インタ
ーンシップの受け入れ企業、団体などの担当
者を始め、県や自治体の職員やスポーツ関係
者など約 130 名が参加し開催された。

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

合計 151 245 427 507 442 717
  44 114 236 278 309 438
  15 16 15 61 20 35
    4 3 15 80 70 76
  88 112 161 88 43 168

VF

体育協会

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会

その他

0
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200

300

400

500

600

700

人
数

図７　学生派遣人数

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

15 42 36 39 41 51
  3 19 17 16 19 20
  2 6 2 5 3 4
  2 2 1 6 8 12
  8 15 16 12 11 15
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合計
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図８　派遣先イベント数
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IV．現状の課題と今後の方向性

プログラムのスタートとしては順調な展開を
みせている。CMP を利用して他学部からの履
修者が情報科目を除くほぼ全ての科目にある程
度いることからスポーツ系科目の需要が高いこ
とがわかった（図 7 参照）。しかしながら 1 年
生と 2 年生のアンケートを比較すると入学当初
CMP、あるいはスポーツアドミニストレーシ
ョンに興味を示していた学生が 2 年次では関心
を示さなくなる傾向があることから（図 3、4
参照）、本格的なプログラムの履修がスタート
するまでの 1 年間、どのように学生を魅きつけ
ておくかは今後の課題である。

また、プログラムの科目数は多いけれども専
門科目を担当する教員は専任が 3 人、非常勤が
7 人、ゼミも専任が 3 人、非常勤が 2 人で担当
している状況は教育の質の担保からも専任教員
を増やしていくよう改善すべきであろう。

また、スポーツ系の科目の履修にかなりの需
要が見込まれることから、今後は学科としての
独立も視野に入れ検討する余地がある。

註釈
1 　日本スポーツ産業学会は、通商産業省（現：

経済産業省）が文部省（現：文部科学省）の協

力を得て設置したスポーツ産業研究会（1989）

を母体として、1990 年 10 月に設立された。研究

会でまとめた「スポーツビジョン 21」には「こ

れからはスポーツ産業を研究する団体と大学で

の研究者養成が必要」と示され、「スポーツ産業

の健全な発展と国民のための豊かなスポーツ環

境の醸成に資する」ことを目的として学会が発

足した。

2 　1991 年 8 月に開催された第１回学会大会では、

IMG社長のマーク・マコーマック氏が招聘された。

3 　日本スポーツ産業学会ではプロジェクトチー

ムを組み、「スポーツマネジメント～スポーツビ

ジネスの理論と実際」（ボニ―　L．パークハウ

ス編著、日本スポーツ産業学会監訳、1995 年、

大修館書店）を出版した。

4 　マイナビ進学、http://shingaku.mynavi.jp/	

2014 年 12 月 20 日アクセス

5 　2014 年度は柔道部女子優勝、野球部は神宮大

会出場、レスリング部は内閣府大会優勝、及び

学生選手権優勝、水泳部は関東大会男女アベッ

ク優勝など活躍。

6 　山梨学院大学出身の現役、卒業生の過去のオ

リンピック出場選手は延べ人数で夏季大会には

24 名、冬季大会には 17 名を派遣している。日本

代表選手として海外の大会へ参加した選手の数

は 300 名以上である。

7 　JOC は 2004 年度にトップアスリートサポート

賞を設け、初代受賞の受賞は山梨学院大学の他

に日体大、日大など 10 の大学が受賞した。

8 　文部科学省は 2010 年度にスポーツ団体功労賞

を設け、山梨学院大学は初年度の受賞となった。
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